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序

笛吹市には、縄文時代前期末から中期末にかけて、華やかな立体装飾を

持つ土器 と、豊かな表情を持つ土偶に代表される文化が栄え、これまでに

も花鳥山遺跡、銚子原遺跡、釈迦堂遺跡、桂野遺跡、一の沢遺跡など全国

に誇るべき集落遺跡が調査、報告されてきま した。また、釈迦堂遺跡、一

の沢遺跡の出土品は、国の重要文化財に指定 され、博物館において広 く公

開されてお ります。

さて、市内には、これ ら縄文時代の拠点集落 とい うべき遺跡のほかにも、

縄文時代、弥生時代、古墳時代、奈良平安時代を通 して数多くの遺跡があり、

これ ら遺跡群 ≧数多くの文化財を活用 し、「甲斐国千年の都 笛吹市」とし

て、広く県内外に情報発信 してお ります。

今回、報告 させていただきます清水遺跡は、先に紹介 した市内の縄文時

代集落遺跡のような背後に山を背負 う立地 とは異なり、京戸川により形成

された段丘肩に展開しています。周辺における過去の発掘調査の事例でも、

古墳時代を中心とした古代の集落遺跡が中心に確認 されていました。その

中で、縄文時代を中心とした住居跡群が高密度で確認 されたことは、今後

の笛吹市内における縄文時代遺跡の分布 と展開を探るうえで、大きな一助

となると思われます。

最後に、発掘調査にご理解、ご協力いただきましたKDDI株 式会社、株式

会社富士通 ビジネスシステム、地権者各位をはじめとする関係各位、ならび

に調査を担当いただいた財団法人山梨文化財研究所に感謝申し上げます と

ともに、本調査報告書が広く活用されますことをご期待申し上げます。

笛吹市教育委員会

教育長 山田武人



口

1 本書は山梨県笛吹市一官町本都塚字清水

186に 所在する清水遺跡の発掘調査報告書で

ある。

2 本調査は KDDI株式会社の携帯電話アンテ

ナ基地局建設事業に伴い、笛吹市教育委員会

より委託を受けて (財 )山梨文化財研究所が

実施 した。

3 本書の原稿執筆・編集は、望月秀和が行つ

た。

4 発掘調査における基準点測量、ポール写真

撮影、全体図作成業務をいテクノプランニン

グに委託した。

5 本書に関わる出土品、記録類は笛吹市教育

委員会で朱管する予定である。

6 発掘調査から報告書作成に至るまで、以下

の諸氏、諸機関からご教示、ご配慮を賜つた。

記して感謝申し上げたい。 (順不同、敬称略)。

秋山圭子 河西 学 櫛原功一 保坂康夫

網倉邦生 野崎 進 鷹野義朗
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第 1章

本調査は、山梨県笛吹市一宮町本都塚字清水地内に

おける KDDI株式会社の携帯電話アンテナ基地局の建設

に伴つて実施 した。平成 20年 5月 20日 、事業主体者で

ある KDDI株式会社東京エンジエア リング (以下、KDDI)

により、当該地の埋蔵文化財の有無についての照会が行

われ、建設対象地が周知の埋蔵文化財包蔵地である「清

水遺跡」内に位置することが判明した。

平成 20年 6月 24。 25日 に市教育委員会が試掘調査を

実施 し、現状面より約 70cmの深 さで縄文土器片・黒曜

石・土師器片の出土が確認 された。試掘調査の結果 とし

て、アンテナ建設部については、現状より約 5.6mの

深 さまでの掘削されるため、遺跡の現状を保護する措置

がとれないことから、開発実施には本格調査による記録

保存が必要 と判断 された。KDDIの 開発実施の決定に伴

い、本格調査への移行が確実となり、笛吹市教育委員会・

財団法人山梨文化財研究所 との二者間で調査及び調査終

了後の整理作業・報告書作成業務委託に関する協定が締

結された。

本格調査は平成 20年 8月 18日 から平成 20年 9月 4日 、

今

グ揮i

■ つ甲斐国分僧寺跡  b甲斐国分尼寺跡 c国衡推定地  d国 府推定地

調査の経緯

財団法人山梨文化財研究所が実施 し、縄文時代前期・中

期を主 とした住居跡 4軒、土坑 4基、ピッ ト65基 を確

認 し、縄文土器・土師器・土製品・石器などプラスチッ

ク箱 10箱分の遺物を検出した。整理作業・報告書作成

作業業務は、発掘終了後の平成 20・ 21年度に実施 し、

平成 21年 3月 に本書刊行に至った。

(調査体制 )

笛吹市教育長 山田武人

笛吹市教育委員会文化財課 課長 中山孝仁

笛吹市教育委員会文化財課 担当 望月和幸

調査機関 財団法人 山梨文化財研究所

山梨文化財研究所 所長 萩原三雄

発掘調査担当 入江 俊行 (山梨文化財研究所調査員 )

整理作業担当 望月 秀和 (山梨文化財研究所調査員 )

調査作業員  岩崎 誠至 早川 栄蔵 深澤 友子

由井 悦雄

整理作業員  小沢恵津子 小林 祐子 斉藤 ひろみ

須田 泰美 田中 真紀美 古郡 明

F所 |

(S=1/500,000

銀

壌

婢
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第 1節 遺跡の位置と地理的環境

清水遺跡は、甲府盆地東端部に位置する、笛吹市一宮

町本都塚宇清水に所在する。一帯は盗地縁辺の山地帯か

ら流れる複数の河川によって複雑に形成 された、複合扇

状地帯の扇央～扇端部にあたる。調査区は一宮中学校グ

ラウン ドの北約 60m、 御手洗川の左岸に位置する。御

手洗サ||の はじまりにあたる京戸川 。大石川の現合流地点

からは約 800m、 御手洗川 ≧田垂川の合流地点からは約

280mあ り、標高は約 335mを浪Jる 。河川流域であること

に加え、周辺調査では複数条の河川堆積層が確認 されて

お り、洪水や流路変移によって複雑に形成 されてきた土

地であることが窺える。現在は河岸段丘状の地形を呈 し

てお り、御手洗川流路までの標高差は約 5mを測る。調

査前は果樹栽培を主とした畑地であり、北傾斜する御手

洗川河岸面を盛土または切土によつて平坦化 されてい

た。

第 2節 歴史的環境

笛吹市は、釈迦堂遺跡群や甲斐国分寺跡 。国分尼寺跡

をはじめ、原始から中世まで 741の遺跡があ り、遺構・

遺物が濃密に分布する県内有数の埋蔵文化財包蔵地とし

て周知されている。釈迦堂遺跡群は、笛吹市 (旧東大代

郡一宮町)と 甲州市 (旧東人代郡勝沼町)にまたがる京

第 2章 遺跡の位置 と歴史的環境

戸川扇状地上に位置する。中央 自動車道建設に伴い実施

された調査では、塚越北A・塚越北 B・ 釈迦堂。三口神平・

野呂原地区で縄文早期から平安期にかけての遺構・遺物

が発見 され、1116個 の土偶が出土 したことでも注 目を

集めた。調査区周辺における縄文時代の集落分布につい

ては、同遺跡群が扇状地の扇頂部に近い山裾部にあたる

一宮町東端部から勝沼町にかけて広がるほか、扇状地扇

央部にあたる甲斐国分二寺周辺や北堀遺跡、晩期には豆

塚遺跡において確認 されている。国分寺跡周辺について

は遺構確認はされていないものの、縄文時代中期の土器

や土偶が多数出土してお り、古代の遺構下もしくは同面

に大規模な集落が存在する可能性も考えられる。

縄文時代前期の集落遺構例をあげると、市内では釈迦

堂遺跡群、御坂町・花鳥山遺跡、境川町・小黒坂南遺

跡群が知 られている。釈迦堂遺跡群では、下も吉井式期

併行の釈迦堂 Z2式～諸磯 b式期までの竪穴住居 30軒

が検出されてお り、諸磯塚越北A(S― I)地区で黒浜式

期 11軒、諸磯 a式期 3軒、諸磯 b式期 5軒が検出され

ている。花鳥山遺跡では諸磯 b～ c式期に位置づけられ

る住居址 24軒、土墳 33基 と遺物包含層が確認 されてい

る。寺平・亀の子A・ 机・砂原山の 4遺跡から構成 され

る小黒坂南遺跡群の調査報告では、寺平遺跡で諸磯 b期

(周辺調査区一覧〉

鞍掛遺跡

集落跡 /弥生・古墳・奈良・平安

aスポーツ公園地区(鞍掛・清水遺腕

b中学校体青館地区

c文化館地区

d中学校東線地区

e中学校プール地区

f甲 府信金地区

g YLO前 地区

hガソリンスタンド地区

I弦間医院地区

今宮遺跡

集落跡 /弥生・古墳・奈良・平安

j県道市之蔵山梨線地区

車居遺跡

集落跡 /弥生・古墳・奈良・平安

kl次調査区

L2次調査区

伊勢田遺跡

散布地 /弥生・古墳・奈良・平安

第 2図 周辺図

-2-



4軒、十二菩提期 1軒の 5軒住居址 と行する土坑 11基、

集石 2基が検出されている。近年では人代町銚子原遺跡

の調査例があ り、黒浜式併行 とされ る釈迦堂 Z3式期 4

軒、諸磯 a式期 2軒、諸磯 b式期 2軒、諸磯 c式期 2軒、

十三菩提式期 4軒が検出されている。また、山梨県内初

の大型住居跡が検出されてお り、ピッ ト配列から2度の

立て替えにより徐々に大型化 し、 3基の埋甕炉から十二

菩罷式の最週末～御領ヶ台 I式期までの変遷を報告 して

いる。その他、県内では北杜市 (旧 北巨摩郡大泉村)天

神遺跡で諸磯 b式期 47軒、諸磯 c式期 7軒が検出され

ている。左記にあげた市域内に立地する遺跡は、いずれ

も曽根丘陵上の標高 400～ 420mに位置 してお り、本調

査地点 とはおよそ 50mほ ど標高差がある。扇状地扇端

部に近 く、河川流域に立地する本地′くの調査により、集

落変遷を検討する上でも希少な資料を得ることができた

といえよう。周辺の調査状況は第 2図 に示 したとお りで

ある。この うち、御手洗川沿いで実施 した今宮・草居遺

跡 (第 2図 J・ K・ L)の発掘調査では、弥生時代～奈

良平安時代までの遺構遺物 とともに、黒曜石製の石鏃 1

点と、溝 (SD3)か ら諸磯期の縄文施文 した土器片 2点

が報告されている。なお、隣接する鞍掛遺跡の発掘調査

では、200軒 を超 える集落遺構が発見されてお り、古墳

時代～平安時代にかけて濃密な遺構分布が明らかとなつ

ている。本調査では、縄文中期包含層の上層から古代の

遺物が出土していることから、周辺でも同様に縄文時代

の遺構が埋没 している可能性があり、今後の調査におい

ては十分検討 していく必要がある≧考えられる。

引用文献
佐々木藤雄 1986「小黒坂南遺跡群」境川村埋蔵文化財調査報告書第 3輯 境川教育委員会

小野正文 1986「釈迦堂 I」 山梨県埋蔵文化財センター調査報告書第17集 山梨県教育委員会

小野正文 1987「釈迦堂 Ⅱ」山梨県埋蔵文化財センター調査報告書第21集 山梨県教育委員会

長沢宏昌 1987「釈迦堂皿」山梨県埋蔵文化財センター調査報告書第22集 山梨県教育委員会

長沢宏昌 1989「花鳥山遺跡 水番場北遺跡」山梨県埋蔵文化財センター調査報告書第 45集

山梨県教育委員会

新津健 ,米 国明訓 1994「天神遺跡J山梨県埋蔵文化財センター調査報告書第 97集

山梨県教育委員会

山梨県 1989「山梨県史」資料編 1 原始・古代 1 考古 (遺跡)山梨県史編さん委員会

山梨県 1999「山梨県史」資料編 2 原始・吉代 2 考吉 (遺構・選物)山梨県史編さん委員会

伊藤修二 2006「 銚手原遺跡」笛吹市文化財調査報告書第 4集 笛吹市教育委員会

野崎進 ,望 月秀和 2007「 今宮遺跡・車居遺跡」笛吹市文化財調査報告害第 5集

笛吹市教育委員会

第 3章 調査の方法と成果

第 1節 調査の方法

発掘調査は、重機 (0.15)で 表上の掘削を行つた後、

人力による遺構検出を行った。遺構検出については、調

査当初、試掘成果から地表下 70cmの深 さで遺構確認を

試みた。 しか し極めて不明瞭な状態であったことから、

調査区内にサブ トレを設定 し、再度遺構 と地山の確認を

行つてから進めた。遺構確認については、地表下約 140

clllで確認 した地山と判断 し、同層の上層まで包含層を掘

第 3図 調査区位置およびグリッド配置
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い
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靴0熱ム転

1買

型L3354m

表土。 しまり、粘性有。炭化物を少量含む。1暗桐色土 (10YR3/3)表 土。しまり、粘性有。炭化物を少量含む。

2暗掲色土 (10YR3/4)表 上。しまり、粘性有。炭化物を少量含む。全体に赤色味有。水日床上か。

3黒褐色土 (10YR2/2)し まり、/b性 右。焼と、炭化物を少量含む。土召T器小片有。古墳時代包含層。

自色 黄色砂粒含む。

4黒色圭 (10YR2/1) しまりやや強、粘性強。縄文土器片、石器を含む。縄文中期の包含層。

径 10～ 100cm大の円礫を含む。白色砂粒少含。

5黒褐色上 (loYR〃 2)し まり、粘性弦。円礫多含。焼上、炭化物、自色砂粒、網文土器片を含む。

上坑上に落ち込む。遺構覆士。

m

6黒褐色上 (10YR2/2)し まり、粘性強。縄文土器片、石器を含む。縄文中期の包含層。

径 IO～ 50cm大 の円礫を含む。

7黒褐色土 (10YR2/2)

8黒褐色粘質士 (10YR2/3)

9黒褐色粘質土 (10YR2/3)

10暗褐色上 (10YR3/3)

11黒褐色粘質土 (10YR2/31

12暗褐色上 (10YR3/3)

19暗傷色上 (10YR3/4)

14黒褐色粘質土 (10YR2/3)

しまりあり、粘性強。焼土、炭化物、白色砂粒、少礫を含む。1号住覆土。

しまりあり、粘性強。地山上が少量混。1号住ビットか。

しまり強、粘性有。焼土、炭化物、自色砂粒を少量含む。士坑覆土。

しまり、粘性有。砂質。と坑覆土。

しまり、粘性有。上器片、礫を少廷含む。白色砂粒含む。3号住覆上。

しまりやや有、粘性有。砂質。地山と黒色上の漸移層。

しまり、粘性有。砂質。地山層。

しまり、粘性有。砂質。1号住覆上。

第 4図 調査区全図
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り下げ、遺構の範囲を確認 した。出土遺物については、

遺構の年代や性格を判断する上で重要 と判断 したものに

限 り、 トータルステーションによる原位置を記録 した。

それ以外の遺物は層位、遺構、ほぼ正方形の調査区を 4

分割 したグリンドごとに一括 して取 り上げた。なお、グ

リンドは北西・北東 。南西・南東の 4分割 し、 1～ 4グ

リッドとした。狭小な調査区のため、ほぼ全面が遺構プ

ラン内にあた り、さらに遺構の識別が非常に困難であっ

たことから、遺構番号は調査順に付 し、遺構観察または

整理段階での検討の結果、遺構 と看倣 し得ないものは欠

番 とした。

第 2節 層序について

先述のとお り、改めて行つた層序確認により、調査区

北壁際の地表下 140cmほ どの深 さで遺物を伴わない黄色

味を帯びた暗褐色砂質土を確認 した。同層を本調査区の

地山と判断 し、遺構確認を進めた。本調査区の層序状況

としては、まず果樹畑の表土層下に鉄分を含む堆積層が

み られ、かつて水田≧して利用されていた可含徴性が窺え

た。遺物は耕作の影響 もあつて上層から混在 していた。

調査区東壁では地表面か ら約 80cmの深 さで、 8C前半

頃所産の甑 (238)が倒置 した状態で出土 した。人為的

な掘 り込みは見 られず、また同時期の遺構は確認できな

かつたが、調査区からは土師器イ (236)高郷 (237)な

どが出土した。同じく遺構は検出できなかつたが、縄文

前期及び中期の遺構確認面上層には曽利式を主体 ≧した

土器片、黒曜石を包含する層の堆積がみ られた。 なお、

層序図として第 4図および第 5図を掲載 したが、基本層

序 としては縄文期の包含層の上層に古代の遺物を含む層

をの関係性を示すため、甑出土状況の断面図を使用 した。

335 3m  l灰
黄褐色土 (10YR4/2)

表土、埋め土。

2にぶい黄褐色土 (10YR4/3)

-3350m   表土、埋め土。ややサ ビ分 (褐色粒)有。

-334 5m

水田層か。

3黒褐色土 (10YR3/2)

白色砂粒やや多。 しま り、粘性強。

『
土器内の土。3層 (あ るいは 5層)に類似。

炭化物、焼土粒含。

4黒褐色土 (10YR3/2)

自色砂粒少。焼土粒有。 しま り、粘性強。

5黒褐色北質土 (10YR3/2)

自色粒、焼土粒、炭化粒、土器片有。

炭化物 (径 0 5cm)あ り。少礫やや多。

曽利式期遺物包含層。

6黒褐色冶質土 (10YR3/2)

遺構 (住居跡)覆土。土器片有。

7暗褐色土 (10VR3/4)

遺構 (住居跡)覆土下層。 ローム粒有。

地山層 :黄色味を帯びた暗褐砂質色土。

基本層序第 5図

4

ρ

5

ノ        ー 3340m

本調査では、縄文時代前期の竪穴住居跡 4軒、縄文時

代中期の土坑 4基、 ピッ ト65基を検出した。出土遺物

については、遺構及び包含層より縄文土器・土師器・土

製品・石器などプラスチ ック箱 10箱分が出土 し、土器

類が約 132kg、 石器類 (石材片等含む)が約 30kg、 総量

約 162kgを 取 り上げた。調査面積が狭小で遺構の重複紺

が著 しく、出土 した土器の大半が小片であつたことから

も、調査時の遺構 と遺物の共伴関係の判断困難であつた。

本書では調査時に判断 した遺構ごとの位置的なまとま り

を第 3・ 9図に 1/6。 1/8縮尺でまとめ、遺物実測図と

しては土器編年・文様構成を基に 1/3縮尺で第掲載 して

表 3の土器観察表でまとめた。本章では遺構についての

事実記載を行 うが、遺構年代については第 5章の総括で

述べることにしたい。

第 1節 竪穴住居跡

刊号住居跡

調査区北東隅に位置する。 1号住は南に防接する 2号

住居跡、 3号住の一部を壊 して構築されている。住居の

北側 と東側部分は調査区外に延びているため規模は不明

で、平面形態は楕円形を呈すものと推定した。遺構確認

面から床面までの深 さは 30～ 40cmを測 り、壁は緩やか

に立ち上がる。炉は地床炉で小ピットが伴っていた。柱

穴は明確ではなく、重複するピットは Pitl～ 21であつ

た。北側では黄色味を帯びた暗褐色砂質土の地山はみら

れず、覆土下は礫層であつた。

2号住居跡

1号住の南側に位置し、東側で 3号住、南側で 4号住

に重複 し、北側の一部は 1号住に壊されていた。平面形

態は長軸約 6.5m、 短軸約 4.8mの楕円形を呈す。遺構確

認面から床面までの深 さは、約 20omを測 り、壁はやや

急に立ち上がっていた。床面は概ね平坦で、中央部分が

わずかに低くなっていたが、炉は検出できなかつた。

3号住居跡

調査区南東隅に位置し、北側で 1号住、西側を 2号住

または4号住と重複する。平面形態・規模は不明で、東

側および南側は調査区外に延びると推定される。炉跡は

確認できなかつた。調査区壁面の観察から、 1・ 2号住

居跡の確認面と同じ面から掘 り込まれていること、底面

が平坦で住居床面と看倣されること、ピットや覆土中か

ら一定量の上器片が含まれたことから、今回の調査では

竪穴住居跡と位置付けた。但し、明確な時期の推定まで

には至らず、また今後の周辺調査の成果によつては、別

3337m

m

第 4章 発見した遺構・遺物
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種の遺構に置き換えられる可能性もある。

4号住居跡

調査区南端に位置し、北側を2号住居に壊されている。

南側は調査区外に延び、平面形態、規模は不明である。

わずかではあるが、西側と東側に壁面の立ち上がりが確

認され、底面も平坦であったことから、住居跡と判断し

た。遺存した壁部と遺物分布状況から、遺構範囲を想定

(第 6図右下)し て柱穴配置の推定を試みたが、建て替え・

拡張の可能性も窺え、判然とはしなかった。

第 2節 ピッ ト

ピッ トは65基を検出した。調査区北西隅の5基を除き、

いずれも竪穴住居の推定範囲内に位置する。平面形態は

円形を呈するものが大半を占め、楕円形のものは少ない。

確認面か らの深 さはまちまちであるが、50cmほ どの深

いものも存在 した。なお、調査区東端の Pit12は、規模

が大きく、33・ 200が 出土 しているものの、性格は不明で、

調査時に付 した名称のまま報告 している。他、表 1に ま

とめておく。

表 1 ピットー覧

P止名 長径 (cm) 短 径 (cm) 庇標 言 値 (訥 ) 出土慣 場 (上器 ) 損 物 時期 出 十程 蒻圧 7T黒箱 Ⅲ 旧名 備考

333570 黒曜 石 片 1号住 P止 1

333367 図化 なし 語磯 b? E片
Pit3 333075 図化 な I´ 需曜石片 1号住 Pit3

Pit4 図化なし 語磯 c? Pit4

図 1と なし

333387 園化 澄 t 諸 稚 c 需曜石片 1号住 Pit6

333515 図1となし 語磯 c 百片

34 333162
333455 1号住 P t9

333315 図化なし 話磯 c? 石 片

333325 園化衣 〔́ 諸稚 c 号住 Pに

33a457 33・ 200 諸機 b 石 片 丹 住 Ph 2 ヨはf

333390 十 二 片

Pit1 4 333076 図 1ヒ疫 t 諸絡 b? 黒曜石片 号 住 P託 4

1暑件 Pk
333420
333870 1号住 Pit1 7

333477
333400 1号住 Pに 19

Pit20 333333 1手争4と P t20

諸 磯 c I暑律 Pに21

Pit22 333230 図 4rな I´ 2号 tL Pitl

図イしなし 語 慢 b 黒曜 石 片 2号住 Pit2

333365 ″→尋イギPitta

Pit25 333261 同生 淡 I Z号住 Pit4

Pit26 333314 2号件 Pit5

Pit27 333545 Z号住 Pに 6

333089 諸磯 b 黒曜 石 打 2号住 Pit7

333427 17・ 63・ 192 語磯 b 2具倖 P止8

Pit30 333290 同化疫 t´ 2号住 Pit9

Pit31 6 語機 b 柔曜 石 小 塊 2号住 Pに 10

Pit32 図化なし

333213 2号仁 P■ 12
P134 図化なし 語 磯 c 2号件 pit1 3

P t35 図化なし 記躍 石 小 塊 2号住 Pに 14

333347 諸磯 c 2号住 Pit1 5

333250 図 化なし 諸磯 b? 済子倖 Pit1 6

333350 黒曜石小塊
Pit39 住 Prt20

Pit40 333502 図 化なし 諸礎 b? 躍 石 片

Pit41 図 lL疫 I 諸稚 b・ P t22

P■ 42 図化 なし 語磯 c 石小塊 と号件 Pit″ 3

ど号住 P■ 24

Pit44 Pit25

333536 貰]件 Pit26

Pit46 333660 同社疫 1 諸監 b Pit27

Pi口 7 図化なし 語 磯 c ヒPit28

Pit48 諸機 b ,号倖 Pilク 9

Pit49 Prt30

Pit50 図化なし ど号 律 P碓

Pit51 !号住 P化32
3aaク 15 諸磯 b 窯HE石片 3号住 Pitl

333220 a暑件 Pit2

333502 諸雑 c? 悪曜 角 片 3号住 Pit3

Pit55 333560 〕呼睾件 PitZ

333540 IF子 1年 P‖品

Pit57 333347 3号住 P化 6

Pi15R 図化なし 71ヽ 塊

Pに59 333430 語幣 b 号 住 Pに2
p t60 138・ 164 諸磯 c f号住 Pに3

Pit61 333204 に獣棧 休 P帝

Pit62 338670 置種 外 Pに2
Pit63 333655 責鳩Stt P止 3

Pit64 338697 自構外 Pた4

Pit65 333557 置構 外 P■5

-6-



1号住居跡    //

i戴◎り⌒

吉4鑑＼∝

随tS, 3号住居跡

⑥

23号 住居跡

1黒褐色粘質土 (10YR2/2)

2黒褐色土 (10YR3/2)

3暗褐色土 (10YR3/4)～

1号住居跡 炉

Pitll

D' 333 8m

1'P↓ 65ざ 1も 3｀ 65ギ 64

＼イ///6キ ヤ●
/189/1P2

O諸磯 b式期

●諸磯 c式期

◇十三書提式

★縄 文 中 期

止 了
ン
 ノ ■ 3340m

――-333 5m

C' 334 0m

m

5土

黒色味強。土坑か。土器片、小礫有。炭化粒、赤色粒有。粘性 。しま り強い。

白色粒・炭化粒やや多。 ローム小ブロック有。土器有。 しまり 。粘性強。

にぶい黄褐色土 (10YR4/3)ロ ーム小ブロック多。地山直上。

1号住 炉

ω=麹
厳捻含。ヒ

lm 4暗 褐色砂質土 焼土粒少含。

コ    5暗 褐色粘質土 ピット覆土。粘性有。

第 6図 遺構全体図、¬号住 炉

-7-

年期

ぽ詮

鱗
＼④

' 3号

注



碍
;昂も

Pit55

与14

764   3号住居跡  止
ウ

ЮIづ

♂逍か

も   
号住居跡

 111

牝、137濯ぺ
↓

aψ ね

197 122   ＼  ＼   ヽ イ  /  121

。 諸穫 b式期

● 諸磯 c式期

◇十三菩提式

★ 縄 文 中 期

コ土 製 円 盤

1土 製 品

▲ 石 製 品

□ 吉 境 期
1本ミ＼＼  :ゞ /2M十

第 7図 遺物分布全図
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第 3節 土坑

本調査では 4基を検出した。遺構番号は 6号まで付 し

たが、調査・整理による検討の結果、 3・ 4号は欠番 と

した。

1号土坑

調査区西側に位置 し、 2号住居跡を破壊 して構築 され

る。平面形態は略円形で径は約 1.2m、 確認面か らの深

さは 35cmを測る。土坑の底面は平坦で、壁面の立ち上

が りは急である。出土 した 212は遺構確認段階から表面

に露出してお り、土器上部は欠損 していたものの、体部

はほぼ遺存 していた。縄文時代中期の井戸尻式期に位置

づけられる。調査所見から、土器を副葬 した土坑墓 と推

定 した。

2号土坑

調査区のほぼ中央に位置する。 1号土坑の東側に隣接

してお り、同様な状態で検出した。Pit28・ 31≧ 重複 し

第9図  3・ 4号住～ピット 出土遺物

ているが、新 旧関係ははつき りしない。重複によリー

部不明瞭であるが、平面形態は略円形で径は約 1.3 xn、

確認面からの深 さは 0,9mを測る。 1号土坑 と同様、土

坑墓 と推定 した。出上 した 213・ 214の年代はやや古 く、

縄文中期の藤内式新段階に位置づけた。

5号土坑

調査区南側 に位置 し、 2号住床面で確認 した。平面

形態は楕円形を呈し、規模は長軸約 1.6m、 短軸約 0.8m、

2号住居床面か らの深 さは約 20cmを 測る。竪穴住居跡

に関連する施設 としたが、性格は不明である。

6号土坑

調査区北壁際に位置 し、 1号住を壊 していた。北側は

調査区外に延び、平面形態は明確ではない。壁面断面観

察から径 1.3m、 遺構確認面か らの深 さは約 0.6mを測る。

性格については不明である。
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2号土坑

1号土坑

1黒褐色粘質土 (10YR2/3)

2黒褐色粘質土 (10YR3/2)

5号上坑

――-333 900m

粘性極めて強。 しま り強。炭化物有。

焼土粒有。 自色砂粒混。埋甕内も同質。

黄色粒含。

――-333 9m

2号土坑

1黒褐色粘質土 (10YR2/3)炭 化粒、焼土粒、土器片、礫含。

しま り、粘性強。

2暗褐色土 (10VR3/4)ロ ーム粒含。 しま り、粘性有。

やや黄色味有。

3褐色土 (10YR4/4) ローム粒主。地山。 白色粒有。

6号土坑

-333 7m

5号土坑

1黒褐色粘質土 (10YR3/2)し ま り、粘性有。焼土、炭化物含。

2暗褐色土 (10YR3/3 しま り、粘性弱。砂質。

1号土坑

2号土坑

J    j    J    I    I    I    J

――-335 4m

6号土坑

9黒褐色粘質土 (10YR2/3)し ま り強、粘性有。焼土、炭化物、

自色砂粒を少量含む。土坑覆土。

10暗掲色土 (10YR3/3)  しま り、粘性有。砂質。土坑覆土。

12暗褐色土 (10YR3/3)  しま りやや有、粘性有。砂質。

地山と黒色上の漸移層。

13暗褐色土 (10YR3/4)  しま り、粘性有。砂質。地山層。

(他、第 3図土説参照。)

m

lTTT革 学生___当
°Cm

第10図
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土坑



昌〓
②境,

ヽ

〇

第‖図

雅_______げニド型_______fm
礫・―括遺物出土状況および石器出上位置

表2 石器観察表

図 版 地  点 種 別 長Cm 幅Cm 厚。m 重 さ g 石材 色 調 注 記 実 測 備 考

1 1号住 石鏃 2 黒曜石 黒 透 1住下層 4

2 1号住 石鏃 I 黒曜石 黒 透 1住下層 5

3 1号住 スクレイパー 2 10 黒曜石 黒 1住下層

4 1号住 剥 片 17 黒曜石 黒 透 1住下層 3 胴工痕あり

5 1号住 剥 片 0 黒曜石 黒 1住下層 2

6 2号住 石錐 I 黒曜石 黒 !住 内4グ リッド 6

12 7 2号住 石 錐 17 2 黒曜石 灰 !住 内4グ リッド 7 ヒ定産地、蓼科冷山群

8 2号住 石鏃 2 チヤー ト オリーブ黒 !住 上層 1

12 9 2号住 石鏃 I 黒曜石 黒 透 !住 上層 3

2号住 石鯨 1 0 54 黒曜石 黒 透 」住上層 2

2号住 石艤 I 黒曜石 黒 !住 上層 4

2号住 石鏃 1 黒曜石 黒 5

12 13 3号住 石鏃 I 0 32 黒曜石 黒透 1住 4グ リッド

3号住 剥 片 I 黒曜石 黒 透 2 吏用痕あ り

12 Iグ リッド 石鏃 17 I 黒曜石 黒透 Iグ リッド 3

Iグ リッド 石鏃 04 黒曜石 黒 Iグ リッド 1

12 17 Iグ リッド 石鏃 I 111 黒曜石 黒 Iグ リッド遺構外 2

3グ リッド 石匙 07 黒曜石 黒 グリッド遺構上面 2

12 3グ リッド 剥 片 2 22 黒曜石 黒透 |グ リッド遺構通上面 更用痕あり

4グ リツド 石鏃 10 黒曜石 黒透 4グ リッ ド遺構上面 1

21 4グ リッド 石鏃 黒曜石 黒透 4グ リッド遺構上面 2

4グ リッド 石鏃 黒曜石 黒透 Iグ リッ ド遺構上面 3

12 遺構外 石鏃 0 42 黒曜石 黒透 一 括

調査区―括 石鏃 17 黒曜石 黒透 ―括

13 I号住 石 Il (138) 5) 1640 安山岩 褐灰 旧工痕あ り

2号住 石 m (172) (155) 2130 玄武岩質安山岩 (表 )褐 (裏)灰黄褐 5

13 27 2号住 石 Il 5) (182) 1200 玄武岩 掲灰 加工痕あ り

2号住 石 皿 (140) (23 7) 3600 玄武岩 喝灰 3 加工痕あ り

13 3号住 摩 石 花高閃緑岩 驚灰 2 擦面2面

3号住 石 斧 380 ホルンフェルス 灰責～緑灰 6

13 2グ リッド 石 Il (255) (243) 5800 玄武岩 灰黄褐 2グ リッド5ソ ウ 7 実用痕あり
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表3 土器観察表

回版 地 点 種別 器種 底 色 調 胎土 注 記 実 河

2仁 縄文 深鉢 オ管による爪形文 (2単位 )、 縄文地文 月赤褐 少礫、白

,生 縄 文 深 鉢
オ箇による爪形文、斜め刻み浮線文、口唇に竹管押捺、
オ管による円形劇実

内)三ぷい責褐 (外)明赤褐 ヨ多、雲

縄 文 深鉢 士管による爪形文、緒節沈線文、竹管による日形刹突 ヨ、砂礫、雲 1ク、2グ
,t 縄文 深鉢 ん練、竹管による円形刺突 朔赤褐 i住下層

2住 縄文 深鉢 単位衛歯状末J突 萄、黒、赤

ん練 渇

縄文 深鉢 府練、縄文lu文 ヨ、黒、雲

縄文 深鉢 ん線、縄文地文 月赤褐 当、雲、黒、石

縄文 深鉢 内)赤褐 (外)皓赤偶 供、白

縄 文 軒め刻み浮線文、療1実文 月褐

縄文 深鉢 斗め刻み浮練文、4単位櫛歯状剤突 ヨ、妻少 I住下層

縄文 深鉢 司案文、指頭痕 ヨ、小礫、赤、雲 |グ

縄文 深鉢 内)明赤褐 (外 )褐 離望、白、黒

縄 文 深 鉢 斗め刻み浮線文、刺突文 赤褐

縄文 深al 斗め刻み浮線文、刺突文 月赤褐 歩礫、白、黒、雲 1住上層

縄 文 深al 射め刻み浮線文 内)明赤褐 (外 )黒褐 1住 ビヽット

縄文 深鉢 れ線、縄文地文 辱 少礫、自、重

縄 文 璧 吟化著しい

縄 文 深鉢 れ線、縄文地文 ヨ、赤、雲

縄 文 深露 ん線 月赤褐 ヨ、赤、黒、墓 グ

縄女 深鉢 ヨ、黒、雲 ヴ

縄文 深鉢 内)暗赤褐 (外 )黒～褐 ヨ、雲

深鉢 占付文、沈線 賜赤褐 ヨ、砂礫、金雲 生下層

縄 文 深鉢 審め刻み浮線文、珂突文 ヨ、赤 グ

2住 縄文 深鉢 卜、自、砂礫

2住 縄文 深鉢 ヨ、黒、砂礫

丼め刻み浮線文 内)明赤偶 (外 )赤褐 ヨ、赤、黒、雲 グ

縄文 深鉢 舟め刻み浮練文 月赤IB 再、雲 グ

縄文 深鉢 科め刻み浮線文、縄文地文 こぷい誅福 ク

縄文 深鉢 軒め刻み澤線文、縄文地文 嘱赤褐

ラヽ切り浮線文、縄文、地文RL 呵赤褐

縄文 深鉢 呵赤褐 砂蝶、自、黒 住上属

縄文 深鉢 丼め刻み浮線文、縄文地文 内】こぷい赤褐 (外 )褐 石、白、黒、雲 住12ピ ット

縄文 深鉢 料め亥,み浮繰文、縄文地文 内)にぷい赤褐 (外 )暗赤褐 笥、雲 グ

W実 文、斜め刻み浮線文、指頭痕 内)明褐 (外 )格

縄文 深鉢 井め亥Iみ浮線文 月赤褐 当、黒、赤、金雲

縄文 深鉢 舟め刻み浮線文、ケズリ 内)極晴赤褐 (外 )赤桐 箋多、雲少

3住 縄文 深鉢 内)明褐～黒褐 (外 )明赤褐 自、赤、雲

縄 文 軒め亥Jみ浮線文 月赤褐 !住上層

縄文 深鉢 辞め刻み浮線文 I褐 白、赤、黒、妻 !住上層

2t 縄文 深鉢 t線 、斜め刻み浮練文 月赤褐 ヨ、黒、赤、砂際 2住

縄文 深aS 内)灰褐 (外 )明褐 笹雲、砂礫、自、黒

縄 文 辞め刻み浮線文、貼付文 卜掲

縄文 深EII 辞あ刻み浮線文、貼付文 褐ヽ ヨ、黒、雲 Iグ 5ソウ

縄文 深al 若節浮線文 建責橙 卜白無 Iグ

縄文 深鉢 日 工 雲

縄 文 深 盤 秘め刻み浮線女 内)赤褐 (外

"こ

ぷい赤褐

縄文 深鉢 4め刻み浮線文 内)種 (外 )明 赤褐 ヨ、黒、雲 グ

縄文 深鉢 導め亥1み浮線文 ヨ、黒、金雲 グ 杓函擁成後刺実か

縄文 深鉢 半穀竹管による爪形文 (押 引文)、 斜め刻み浮線文 日福 住下層

縄 文 半裁竹管による爪形文 (押 引文)、 斜め刻み浮線文 利赤褐 (外 )褐

縄女 深勢 半裁竹管による爪形文(押引文)、 斜め刻み浮線文 弓 ヨ、雲、赤、黒
`管

幅広い

縄文 深鉢 イ管による円形刺実、斜め刻み浮線文 弓 ヨ、雲、黒

縄 文 深鉢 オ管による円形束〕突および爪形文、縄文地文 鳴赤褐 ヨ、雲、赤 グ

縄 文 半裁竹管による爪形文 内)赤褐 (外 )褐

縄文 深鉢 月褐 白、黒、金雲 グ

2住 組文 深鉢 ん線、縄文地文 (無節L) 嘱赤褐 白、黒、雲

2住 組文 深鉢 瑶文 月赤褐 白、雲、砂礫

開査 炉 縄 文 月福 ―括

縄文 深a4 喝赤禍 砂礫、自、黒、赤、雲母

縄 文 深鉢か ラヽ刻み浮線文 ?、 縄文地文 こぶい資控 当、赤、雲彼

4住 縄 文 深鉢 ん線、鶴文地文 音赤褐 当、黒少

縄 文 慮線、鶴文、縄文圧猿 卜褐

縄文 深鉢 亀文、指頭E痕 当、黒

深 鉢
司実文、半観竹曽剤突ボタン状貼付文、羽状沈線、平行
ん線 Ⅲ褐 争、黒、命雲

縄文 深 鉢 卜観竹管刺実ボタン状貼付文、平行沈線 月赤偶 萄、雲 、黒

深 鉢 F行洸線、半裁竹管刺突ボタン状賠付文、押捺貼付文 月赤偶 争、黒、砂礫、雲

縄 文 深鉢 伺状沈線、半数竹管刺実貼付文、押捺貼付文 月赤褐 ヨ、黒、雲

縄文 深勢
を線、貼付文、棒状貼付文の左 右 上面に半織竹管押
策 内)明赤褐 (外】こぷい赤褐 自、黒、雲

縄 文 を線、半裁竹管劇突ボタン状贈付文、棒状浮線文 月赤褐

縄文 深al れ線、手段竹管期突ボタン状貼付文、押捺艦師浮線メ 歩篠、黒、自、金雲

縄文 深鉢 れ線、半繊竹管則突ボタン状貼付文、押捺結航浮線文 内)明褐 (外 )赤偶 少礫、白、黒、雲 |グ

縄文 深鉢 内)褐 (外 )明赤禍 ヨ、雲 ケ

縄 文 ん線、押捺結節浮練文 日 少繰 、白、黒、雲 ,グ

網文 深鉢 t線、押捺結範浮練文 赤褐 ヨ、黒、砂礫、雲 1住

3住 縄文 深鉢 花線、半載竹管刺突ボタン状貼付文、揮捺緒節浮線女 内)明褐 (外 )暗福 ヨ、雲少

縄文 深鉢 沈線、半裁竹宙剰突ボタン状貼付文、押株結節淳線文 内)明赤褐 (外 )褐 睾、石、自、黒

縄 文 沈線、半殺竹管刺実ボタン状貼付文 内)赤褐 (外 )暗赤褐

縄文 深鉢 平行沈線、キ裁竹管剤実賠付文、結籠浮線文 鶴 景、白少 住

縄文 深鉢 沈線、貼付文、棒状結節浮線文、口唇角部に押挨結節技 ヨ、黒、雲 グ

縄文 深鉢 口唇部鋸歯状刻日、羽状沈線、ボタン状貼付文 曽赤褐

縄 文 羽状沈線、縦2対ボタン状貼付文 内)明赤偶 (外 )暗褐 住

縄文 深鉢 羽状沈線、貼付文 内)明偶 (外】こぷい黄褐～暗褐 ヨ、雲、黒 グ

2住 縄文 深鉢 (380) 羽状沈線、結節浮線文、2対ボタン状貼付文 月赤福 ヨ、黒、金雲 4～481グ

縄文 深鉢 羽状沈線、結節浮線文、2対ボタン状貼付文 内刈こぶい赤褐 (外 )赤褐 ヨ、黒、雲

縄 文 羽状沈線、結節浮線文、2対ボタン状貼付文 内)明赤福 (外 )掲 ヨ、黒、雲 グ

縄文 深鉢 沈線、結節浮線文、2対ボタン伏貼付文 争、黒、金雲
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整形技法 色 調 踏 i 浅 記 実 測 備着

縄 女 深鉢 羽状洸線 、結釘俸状浮線文、2対ボタン状貼付文 内)赤 褐 (外 )暗 赤褐

縄文 深鉢 培節浮線文 ボタン状貼付文 羽状沈線 白 赤、黒 要

縄文 深 鉢 培節浮線文 貼付文 7ft線 内)黒福 (外 )赤褐 角多、白、黒、赤 雲

沈線、縮航浮線文、2対ボタン状態付文 内)明 赤褐 (外

"こ

ぷい赤福 白、黒、砂礫、雲

綴文 深 鉢 平行沈線、結節浮線文、2対ボタン状貼付文 赤褐 白、黒

縄文 深 鉢 沈線、結節浮線文、ボタン状貼付文 白 黒、雲、砂礫 |グ

縄文 深鉢 売線、結節浮線文、2対ボタン状貼付文 夷)赤偶 (外川こぷい赤褐 コ、黒、金雲

縄 文 ん線、結節浮線文 再)赤福 (外 )暗褐 コ、雲、赤、黒

縄 文 ん線、結節浮線文、2対ボタン状貼付文 月赤褐 日、黒、赤、雲

縄 文 深鉢

縄 文 深鉢 妥線文、貼付文 月赤福

縄 文 深鉢 甲妹結節浮線文、九線、2対ボタンよ貼付文 内)明 赤掲 (外川こぷい赤褐 ヨ、黒、赤、雲 1グ、1グ5ソウ

縄 文 甲捺結節浮線文、沈線、2対ボタン状員占付文 月赤褐 ヨ、黒、雲 2住 ■グ

縄 文 深鉢 甲捺緒節浮線文 少擦、自、雲 グヽ

縄 文 深鉢 甲捺結節浮練文 占率尉

縄 文 深鉢 甲擦結節浮線文 き赤掲 ヨ、雲少

甲捺結節浮線文 内)橙 (外 )晴褐 ヨ、赤、黒少 4t 局巻状

縄 文 深掛 Iネ島 ヨ、雲、黒少 ,住 n巻状

縄文 深SS 古節浮線文、ボタン状貼付文 Iネ島 ヨ、黒、金雲

縄文 深al 吉姉浮線文、ボタン状貼付文 月赤偶 ヨ、黒、雲

苦節浮線文 内)灰責褐 (外 )黒褐

縄文 深鉢 月赤褐 4グ 島巻状

縄文 深舗 月赤褐 ,住上層

鶴文 深鉢 若節澪線文、ボタンよ貼付文 月赤褐 ヨ、黒、砂礫、雲

縄 文 皓節浮線文、貼付文、沈線 卜偶 ヨ、赤、黒、雲

縄文 深 鉢 告節浮線文、ボタン状貼付文、沈線 月赤褐 ヨ、雲、黒

1住 縄女 深 鉢 吉節浮線文 ボタン状貼付文、沈線

縄文 深鉢 告節浮線文 内〉赤褐 (外 )褐 ヨ、黒、雲

縄 文 着師浮線文、ボタン状貼付文 内川こぷい赤偶 (外 )暗禍 ヨ、黒、雲 尉巻状

縄文 内)赤褐 (外 )晴偶 ヨ、黒、雲 尉巻状

2住 縄文 深 鉢 着節浮線文 蜀巻状

縄文 深 鉢 吉節浮線文、ボタン状貼付文 月赤褐

縄 文 深 鉢 占節浮線文、ボタン状貼付女 肇 ヨ、黒、砂礫、雲 3～ 56G9702仁上層

2住 綴文 深 鉢 t線 ボタン状貼付文、緒節沈線 口赤褐 ヨ、黒 島巻状沈線

綴文 深鉢 B状 沈線 ヨ多、看、黒、雲

縄 文 深鉢 B状 平行沈線 内)明赤偶 (外 )褐 ヨ、雲、赤

縄 文 深鉢 ヨ状 平行沈線 内)切赤偶 (外 )暗ふ褐

縄文 内)明赤褐 (外 )褐 少蝶、自、赤、雲 グ

籠 文 深鉢 B状 平行沈線 ヨ、黒、雲

縄 文 深鉢 「 行沈線 嘱赤褐 卜三菩提式期か

縄 文 深鉢 F行 沈練 こぶい資橙 住

4住 東黄得 卜少、白 雲微 住 卜三書提式期か

縄 文 深ah ドタン状貼付文、結師洸線文 口唇部に沈線 内)明 赤褐 (外 )暗 赤褐 肇多、自、黒

縄 文 深鉢 ドタン状貼付文、結爺沈線文 内)明赤掲 (外 Xこぶい赤桐

縄 文 深鉢 ドタン状貼付文、結師沈線文 内)明赤褐 (外

"こ

ぶい赤褐 角、雲、小繰、黒

鶴 文 ドタン状貼付文、結師鴻線文、沈線 赤褐 角、黒、雲 と下層

縄 文 深鉢 内)明 去褐 (外 )褐 ヨ、黒、雲、小礫 ゲ

縄 文 深鉢 古師沈繰文、沈線 赤偶

縄 文 深鉢 を線、ボタン状貼付文 内)明赤侶 (外 )暗褐

縄 文 対ボタン状貼付文、緒師沈線文、沈線 内)赤褐 (外)褐 ～黒禍 魚、雲 多

縄 文 深 al 対ボタン状階付文、平行沈線 赤褐

縄 文 深鉢 短線 内)褐灰 (外)喪構 ヨ少

縄 文 深鉢 ん線 こふい褐 百、白、雲、黒 住3ピット

2住 縄 文 月赤褐 争、黒、金雲 91412住

,住 縄 文 深鉢 赤褐 雲多、日、黒

縄 文 深鉢 ん線 赤褐

縄 文 深鉢 ん線 赤褐 ヨ、黒、砂礫 a2住上層

i住 縄 文 月赤褐 コ、黒、雲

3住 縄 文 深鉢 ん線 内)皓 赤褐 (外 )赤褐 ヨ、黒、赤 ,,0■

1住 縄 文 深鉢 ん線 こぶい赤褐

縄 文 深鉢 羽伏沈線 内)明 赤褐～褐 (外 )明召 ヨ、雲 、黒

1住 縄 文 羽状沈線 内)明赤褐 (外 )褐 コ多、黒

3住 縄 女 深鉢 黄褐 当、黒、雲少

縄 文 深鉢 羽状沈線、2対ボタン状朋付文 内)赤褐 (外】こぷい赤褐

縄 女 深鉢 平行 ヨ】状洸線、2対ボタン状賠付文 月褐 釦、黒、砂礫、雲

縄 メ 平行沈線、2対ボタン状貼付文 赤褐 コ、雲、黒

縄 文 深鉢 自、黒 グ

縄 メ 深鉢 包い羽状班線、貼付文 内)明赤褐 (外 )褐 ～灰褐

縄 文 深鉢 4い羽状沈徐、2対ボタン状貼付文 赤褐 色、黒、砂礫、金雲 473グ

網文 雹い羽状沈線、2対ボタン状貼付文 凋赤椙 コ、小蝶、黒、雲

縄 文 深鉢 豊い羽状力線、2対ボタン状貼付文 争、黒、雲、小礫 |グ

縄 文 深鉢 羽状力線、2対ボタン状貼付女 赤褐

縄 文 深鉢 指頭ナデ 凋赤褐～明褐 釦、黒、雲、長

縄 文 指頭ナデ チ褐 釦、黒、雲

縄 文 深鉢 指頭ナデ、底部一網代痕 釦 雲、黒、石

2住 縄 文 深鉢 沈線、2対ボタン状貼付文、押捺貼付文、貼付文 内】こぶい黄橙 (外 )褐～にぶい黄控 釦、黒、赤、雲

縄 文 深鉢 沈線、2対ボタン状貼付文、揮捺貼付文、狽占付文 にぶい黄橙 封、黒、赤

2住 羅文 沈線、ボタン状貼付文、貼付文 肉Xこぷい黄績 (外 )褐 ]、 黒、赤、金雲 ,92住

綴文 深鉢 羽状沈線、貼付文 ケ礫、白、黒、赤

縄文 深鉢
情節71t線 文、キャタピラ文 (連条する細い緒節沈線文)

店付文
赤褐 ユ多、雲 住上層

口唇部に竹管押捺、指頭ナデ、貼付文 月赤褐 ]、 雲 、黒 |グ

2t 縄 文 深鉢か R～ 晴赤褐～赤褐 耳、雲、赤微

縄 文 深eh 佑師洸線文、キヤタピラ文(連条する細い緒節沈線文) こぷい赤褐

縄文 深 鉢
吉節沈線文、キャタピラ文(連条する結節沈線文)

占付文、削り取り
グ

縄 文 深鉢
古節沈線文、キヤタピラ文(連条する結師沈線文)、 内XこぷいtS(外】こぷい費褐 ミ、赤、白 |グ

縄 文 深ah 吉節沈線(浮線 ?)文 こぷい褐

縄 文 深鉢 F行沈線、ヘラ切り沈線、交互索‖突文 月褐 ユ、黒

機文 深 鉢
Fヤタピラ文(連条する結節沈線文)

占付隆帯 (口緑折り返しか)

卜褐 ヨ、雲
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種男1 器 種 底 高 整形技法 色 調

縄 文 深 鉢
Fャタピラ文(連条する結蔀沈線文)、

占付隆帯 (口縁折り返しか)、 貼付文
内)赤栂 (外 )黒福 ヨ、雲多 ,住 上層

縄 文 深 鉢 F行沈線 、削り取り 月赤褐 ヨ、要、黒

深 鉢 F行沈線、肖Jり 取り 内)明赤褐 (外メこぷい赤褐 少礫、白、黒、雲 ,グ

縄 文
吉節洸線文、三角交互茶1突状肖1り取り、
コ唇部椿状賠

'文

内

"三

ふい赤褐 (外 )明赤褐 1住上層 iグ

縄 文 深鉢 古節沈線文、三角交互珂実状肖Jり取り、日唇部員A付文 卜〕昂 金菫、黒、赤 1グ

縄文 深鉢
店節沈線文、三角交互則突状肖Jり取り
]唇部棒状貼付文 1住上層

縄 文
吉節沈練文、三角交互対突状削ワ取り、
コ唇部俸状鮎付文

内)明偶 (外 )福 少礫、自 グ

網 文 深 鉢 ヨ、雲、黒

網 文 深 鉢 内)構 (外 )福 白、雲、石、黒

深 鉢 内)燈 (外 )黒福 ヨ、雲、黒

縄 文 深鉢 トデ、指頭押捺貼付文 卜褐 少礫、白、黒、金雲

鶴 文 浅鉢 ん線、ヘラ切り平行沈線文、ナデ ヨ、雲、黒

縄 文 浅鉢 卜褐 ヨ、雲

書め刻み浮線文、竹管による爪形文、芽■4 占褐 ヨ、雲 1住

縄 文 湾 斜 卜褐 ヨ、雲、黒

縄 文 浅鉢 トデ 卜宰島

縄文 月赤桐 |、 黒、雲、赤

月褐 ヨ、黒 、雲 グ

縄文 深鉢 約明赤福 (外 )赤福 少礫、白、赤、金雲

縄文 浅鉢 ん線、ナデ、穿■2 登～黒桐

縄文 浅鉢か Eぶい黄褐 ヨ、小礫、雲、黒

縄文カ E赤褐 グ

占墳カ
=ぷ

い黄橙

縄 文 深鉢 ラヽナデ 丹褐 住上層

縄文 椀形 トデ、高台状貼付 肇、白、黒

登 ヨ、,F 住 年代所産の可能性あり

縄文 深鉢 蛋帯上をヘラ弗み、キャタビラ文 (押 引文)、 指頭圧痕 内)黒褐～にふい黄褐 (外 )赤褐 ヨ多、赤
5,Se 2住 i■ 2住上

縄 文 深aF
堡帯上をヘラ刻み、キャタピラ文 (揮 引文)、 交互則実文、

無褐～仄黄褐 ヨ多、赤彼 072■ 、1グ、2グ

縄 文 内)暗偶～福 (外 )暗赤褐～明赤褐色 ヨ多、雲彼

縄 文 深al (状把手、隆帯ヘラ刻み、沈線 r福 ～褐灰 ヨ、黒、雲、小礫 をグ

縄 文 深 鉢 七■縦 沈線 璧

縄 文 深 鉢 ん線、縄文 ヨ、黒、雲 」グ

縄 文 ん線、縄文 ヨ、黒、赤 雲 小礫

深 鉢 定徐、隆帯、刺突 こぷい黄褐

縄 文 深 鉢 壁帯、沈線 こぶい黄褐～黒褐 コ、黒、小礫、雲

縄文 深 鉢 亀文、粘■紙 白、小礫、黒、赤 雲

縄文 深 鉢 白、雲 黒

赤褐

at 縄文 小型主語 示褐 白少、雲

縄文 小裂土器 二痕、ケズリ? 白、雲 号 住

縫 文 小型土器 トデ、指頭痕 内)明赤福 (外〉黒禍～暗褐 白多、黒

赤福

調査区 縄文カ 小型と器 卜褐 白少

縄文カ 小型主器 白、雲傲 グリッド

調査区 手づくね 阿責褐～責医 白、赤少 ―括 蜀査区―橘

]クロナデ、ベラケズリ 内)橙 ～黒 (外 )橙 争、赤、黒 ―括

は構引 古墳
=師

器高切 ケヽロ ナデ 阿褐

遺構外 古墳 土師器甑 トデ、タテミガキ

表4 土製品観察表

回 版 地  点 種 別 時期 統em 横 Cm 厚cm 重さg 整形技法 色 調 胎 土 胎 i 注 記 実 測 備 考

1号 住 土製円盤 罵文前期 沈線、ナデ 曙赤福 やや密 白 多 1住下層

2号住 上製円盤 電文前期 ヘラ切 り浮線文、縄文地文LR 1内 )黒福 (外 )にぶい黄橙 赤、自 雲徹 ど住

2号住 上製円盤 電文前期 積師浮線文 浄や粗 白多

3グ リッド土製円盤 電文前期 竹管による爪形文 卜福 豊、黒、白 グリッド

2号住 上製円盤 島文前期 信節浮線文、地文に平行沈線 (内)赤褐 (外 )暗赤褐 密 白やや多

3号住 土製用盤 罵文前期 羽状 7jt線 、結節浮線文、貼付文 赤褐 芝 喜多、自 23

2号住 上製日盤 毘文前期 沈線、浮線文 やや粗 赤、自少、雲少 外面一部剥離

i号 住 土製円盤 電文前期 沈線、削 り取 り (内 )灰オリーブ (外 )橙 粗 白多、赤 黒微 1住 上層 十三菩提 式期

Iグ リッド土製円盤 電文前期 12 沈線、削 り取 り (内 )黄褐 (外 )赤褐 Iグ リッド 十三菩提式期?

2グ リッド主製円鑑 電文前期 ナ デ 菅褐 コ 雲 !グ リッド

4グ リッド主偶 電文中期 沈線、隆帯 赤褐 やや粗 コ多、雲 |グ リッド

2グ リッド 土偶 電文中期 径帯、沈線 月赤褐 匂多、 赤少 グリッド

Iゲ リッド土偶 電文中期 12 環褐～責褐 当多、雲 グリッド

2グ リッド 鉄画把手 電文前期 22 皓付文、沈線 グリッド 者頭か

3グ リッド把手 娼文前期 常節沈線文 音褐 黒 グリッド ブリッヴ状
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第24図  土製品

第 5章

第1節 遺物について

(¬ )土器類

ここでは第 14～ 25図 に掲載した遺物の位置づけと文

様構成を述べておく。今回発見した土器資料の年代は、

縄文時代前期後半の諸磯 b式期、諸磯 c式期、十二菩提

式期、縄文時代中期の井戸尻式期、包含層出土の曽利式

期、および古墳時代の所産として報告した。なお、限ら

れた買数のため、小片資料や位置づけが難 しいものにつ

いては、類似する文様 。調整でまとめた。竪穴住居跡に

共伴する縄文時代前期後半に該当するものでは、1～ 64

を諸磯 a・ b式期、65～ 169を 諸磯 c式期、170～ 182

を十二菩提式期≧した。調査区出土資料で最も古い段階

としては、諸磯 a式新段階の様相と捉えられる 1・ 5が

あり、縄文地文に半載竹管による連続刺突がみ られる。

諸磯 b式古段階としては、半裁竹管による円形刺突され

た 2～ 4が ある。諸磯 b式中段階としては 6～ 23が あ

り、主に縄文地文に沈線が施文され、21～ 23はボタン

状貼付文がある。小片であるが、187・ 188の浅鉢 も出

土している。24～ 49は浮線文があるもので、諸磯 b式

新段階に位置づけた。10～ 16に も浮線文が施されてい

るが、連続刺突がみられるため一段階古い位置づけとし

た。45は小片で磨耗 しており、結節浮線文の諸磯 c式、

または十二菩提式の可合静性もある。同じく小片で時期的

な位置づけが難しかったもので、50～ 55の 半載竹管に

よる刺突・爪形文 (押 引文)、 56～ 64の 縄文が施 され

ているものが出土 している。諸磯 c式古段階としては

総括

65～ 83が あり、沈線 と半載竹管を押捺 した貼付文がみ

られる。今回出土量が最も多かった諸磯 c新段階では、

84～ 166を 図化 した。84～ 97はボタン状貼付文に半我

竹管の押捺がなく、結節浮線文が施 されている。98～

120は波状口縁を呈すもので、渦巻状のモチーフを結節

浮線文で表 している。121～ 149については、浮線文が

なく、沈線が施されているものである。121は波状口縁

を呈す体部下半までの破片資料である。文様は 3段構成

されており、上段と沈線によつて帯状区画した中段には

渦巻状モチーフがあり、下段にはボタン状貼付文と沈線

で別のモチーフが施されている。また口縁の端に沿つた

竹管刺突がみられる。小片で明確ではないが 127～ 129

は、削り取り技法のみられる十二菩提式期にあたる可能

性も窺える。130～ 142は結節沈線文が施されるもので

ある。137は上部に結節沈線文、下部に沈線の縦割線 と

X状のモチーフにボタン状貼付文を施 してお り、136・

138も これと類似する資料 と思われる。なお、横位の沈

線には直線状と連続する羽状のものがみられる他、貼付

文があるものとないものがみられた。160～ 162は、器

面を指頭ナデされたもので、162の底部には網代痕がみ

られた。163～ 166は棒状の貼付文があるもので、胎土

が鈍い黄橙色であり、他の資料とは異質な感がある。諸

磯 c式期では、浅鉢は 190～ 196が あり、192～ 195は

有孔、196は円形の刺突がみられる。199'200は小片で

あるが、高台状の貼付がみられ、同時期の浅鉢として位

置づけられるものとした。167～ 182は十三菩提式期と
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したもので、いずれも小片である。 167・ 175。 176は 口

縁部に隆帯状の貼付文とキャタピラ文 (細い竹管を連ね

た押捺沈線文)が ある。 170～ 173お よび 177・ 178に

は粘上の削 り取 り技法がみ られ、前者は連条 した押捺沈

線文、後者 は平行沈線が施 されている。 179。 180は 口

唇部に貼付け文、口縁部の三角交互刺突状の粘土削 り取

り、押捺沈線文がみ られる。 181・ 182は 三角交互刺突

状の粘土削 り取 りが小さく、口縁部下に縄文が施文され

ている。197は直線的に立ち上がる口縁で、外側か ら 2

箇所穿孔している。 198は対で、既述の 236～ 238と 同

じ古墳期の遺物であ り、上層か らの混入 と考えている。

202～ 211は土製円盤で、いずれ も深鉢胴部を使用 して

いる。側面には擦痕があり、使用痕 とい うより整形によ

る痕跡 と考えられる。212～ 221は縄文時代中期の資料

である。既述の土坑出土遺物以外は曽利期の包含層出土

の遺物で、215が 曽利 I期、216～ 221が 曽利 Ⅱ期、曽

利Ⅳ期に位置づけられる。また出土状況は不明であつた

が、縄文時代中期の土偶 3点 (224～ 226)、 諸磯 b式期

の獣面把手 (227)や、十二菩提式期 ≧思われる結節沈

線文がある把手などが出土 した。229～ 238は、小型土

器及び古墳時代の遺物である。229は 沈線 と口縁部に貼

付文のような隆起がみ られ る。201・ 231～ 235は、指

頭圧痕、指頭ナデなど、手づ くね技法で制作 されている。

201や 235な どは古墳期の所産 と推定できるが、年代は

はつきりしない。その他、不明土製品 1点 と、内面に炭

化物が付着 した土器片が出上 し、図化 しなかつたが写真

≧ともに報告 しておく。

(2)石器類

石器は、石鏃・石錐・スクレイパー・石匙・石皿 。磨

石・石斧が出土した。小型品の石材は 8の石鏃がチャー

ト、それ以外は黒曜石であつた。車居遺跡 2次調査で出

土 した石鏃同様、やや歪な形の石鏃 (16。 17・ 20。 21)

が出土している。剥片も多く検出されてお り、その中に

は 5。 14。 19な どの使用痕がある剥片や、石錐を制作す

る過程で出来た剥片に加工痕もしくは使用痕がみられる

4な どが出土 している。7の石錐は他 と異なったやや濁つ

た暗緑色であ り、蓼科冷山群所産の石材 と推定 される。

石皿に使用 した石材は、25は安山岩、26は玄武岩質安

山岩、それ以外は玄武岩であつた。なお、釈迦堂遺跡群

から出土した資料 と同様に、使用 される玄武岩は遺跡周

辺では産出されないことから、富士山に由来 した産出地

から搬入 された可能性があ り、今後石皿の生産 。流通・

消費などを検討する上で注 目されるもの≧考える。

第 2節 遺構の年代について

遺構の重複関係 と第 6・ 7・ 26図 に示 した出土遺物の

分布か ら、年代ついて触れてお く。 ここでは出土遺物

から、諸磯 b式期で 1段階、諸磯 c式期は少なくとも古

段階で 1段階、新段階は浮線文 と沈線の変化で 2段階、

十二菩提式期で 1段階の 5段階の時期を推定 した。諸磯

c式古段階、十二菩提式期は明確でなかったが、分布傾

向から各竪穴住居跡の年代を位置づけてみた。まず、諸

磯 b式期は、出土量が少なく 1・ 2号住の範囲に分布 し

ていたが、床面より高いレベル (第 6。 7図参照)に多

くみられた。 2号住は別遺構 (4号住)と の重複があり、

床面のレベルからの出土が確認できることから、この段

階の遺構 と想定 した。諸磯 c式新段階は、点数は少ない

が、 1号住でピッ トと炉上面で浮線文が施 された 97が

出土してお り、同遺構をこの段階≧想定 した。 2号住 と

4号住が重複する部分には、結節沈線文が施 された遺物

のまとまった分布がみ られ、遺構範囲は明確ではないが

4号住をこの段階≧した。なお、 4号住については造 り

替え・拡張からさらに時間差を設けなければならない可

能性がある。 3号住については、出土 した 162の年代を

あてたいが、遺構範囲が明確ではなく別遺構の可能性も

窺えるため、年代は断定 し難い。その他、傾斜面で縄文

時代中期には墓域、土器捨て場 となった立地環境から、

別地′点からの流入を検討する必要がある。今後の課題 と

して周辺の調査による資料・情報の増加を待ち、改めて

検討の機会を得たい。

おわ りに

今回の調査成果 として、古墳時代～奈良・平安時代の

集落跡 と周知 されていた地域において、縄文時代前期後

半の集落遺構の存在を確認 し、さらには縄文中期に墓域・

土器捨て場 となつた土地様相の変遷を捉えるこ≧ができ

た。調査範囲が狭小であつたため、今後の資料増加によつ

ては新たな見解 となる可能性は十分考えられるが、本報

告が今後の周辺調査の糧 となり、地域の歴史の解明を進

める契機 ≧なれば幸いである。

末筆 となったが、調査 。報告書作成においては KDDI

株式会社、m熊谷組、笛吹市教育委員会、その他多くの

方々にご協力いただいた。心より感謝を申し上げ、結び

としたい。
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